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★ 先住民族サミット

　G8サミットの前に、2008年7月1日から4日

まで、北海道で、日本や色々な国から先住民

族が参加して、「先住民族サミット」アイヌ

モシリ2008が開催されました。 

　7月4日に札幌でその会議があり、その後に

私はG8へ出された提言書のコピーを受け取り

ましたので、その話を書こうと思います。 

　そこに、12カ国の22民族が参加しました。

その国は、アイヌモシリ(北海道) 、ウチナー

(沖縄) 、日本、アメリカ、カナダ、ハワイ、

グアム、オーストラリア、バングラデシュ、

フィリピン、ノルウェー、メキシコ、グアテ

マラ、ニカラグア、台湾、アオテアロア(ニュ

ージーランド)です。 

　アイヌモシリ2008は平取、二風谷、札幌で

開かれ、1500人ほどが集まりました。先住民

族たちは、神とともに人間がどのように生き

るとよいかを共に似たように考えているの

で、意気投合していました。 

　このサミットはアイヌ民族が考えて実現し

たものです。G8サミットがあるときに先住民

族が集まり、 G8で話し合われた問題を聞い

て、先住民族はどうすればよいかを検討しま

した。このような集いは今回が初めてです。 

　G8へ出された紙（提言書）にはたくさんの

話が書かれていましたが、今回は言語の話を

書きます。そこには以下の様に書かれていま

した； 

　「今は先住民族の持つ市民的、政治的、経

済的、文化的、社会的権利がぞんざいに扱わ

れています。先住民族へは人種差別がされ

て、彼らの言葉でも文化でも大事にされませ

ん。先住民族の集団的アイデンティティーも

拒まれています。 

　そして、先住民族の言葉でも文化でも消え

ていくならば、世界の文化的、言語的多様性

も消えていくでしょう」と書かれています。 

　その提言書に21項目の話が書かれていま

す。その中の15条は言語の話で、以下の通り

です；「先住民族たちが暮らしている場所

に、もっと文化センターや博物館などを作れ

ばいい。多文化教育とか２つの言語の教育

（バイリンガル）とかをして、昔のユカラ（叙

事詩）やウウェペケレ（昔話）を教えればい

い。彼らの言葉をもっと教えるために教育機

関を手助けしなければならない」と書かれて

います。 

　21条は、日本に関するもので以下のとおり

です；「日本政府はアイヌ民族と協力して、

国連宣言を日本国内法にして、そのように実

施するとよい。アイヌ民族が先住民族である

と認めたことが書かれた紙（決議）を広め

て、政策も新しく作って一つずつきちんとい

ろんなことをやるとよい。 

　また、この決議の話をもっと相談するよう

に作られた有識者懇談会に委員が8人います。

しかし、そこにアイヌの人が一人しかいない

ので、私たちは政府に抗議します。その有識

者懇談会の委員は、半分以上がアイヌ民族で

あるといい。」と書かれています。 

　6条は、言語に関するもので以下のとおりで

す；「世界から先住民族の言葉が消えてしま

わないように、マオリや他の民族の考え方を

真似て、先住民族が自分の言葉をうまく言え

るように教える「言語の鳥の巣学校」のよう

な学校を作りましょう。」と書かれていま

す。 






